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キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
Ⅱ

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
宗
教
改
革
の
前
夜
ま
で

フ
ス
ト
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
著
／
石
田
学
訳

著
者
が
思
想
史
家
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
し
た
名
著
。

多
様
な
思
想
の
成
立
と
展
開
を
、
単
な
る
「
教
理
史
」
の
枠
に
閉

じ
こ
め
ず
、
教
会
と
社
会
の
重
層
的
な
視
点
か
ら
読
み
解
く
。

英
語
圏
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
で
は
教
科
書
と
し
て
も
定
評
が
あ
り
、

広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。�

（
全
3
巻
）

�
◆
Ａ
５
判
・
４
４
０
頁
・
本
体
５
０
０
０
円

著
者
は
１
９
３
７
年
キ
ュ
ー
バ
で
生
ま
れ
る
。
イ
ェ
ー
ル
で
学
び
、

歴
史
神
学
の
分
野
で
は
同
校
史
上
最
年
少
で
学
位
を
取
得
。
エ
モ

リ
ー
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
等
で
教
鞭
を
と
り
、
ア
ト
ラ
ン
タ
の
超
教
派

神
学
校
を
最
後
に
現
在
は
引
退
。
ス
ペ
イ
ン
語
圏
に
お
け
る
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
発
展
を
牽
引
し
て
き
た
。

好
評
既
刊

キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
Ⅰ　
ゴ
ン
サ
レ
ス
著
／
石
田
学
訳

キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
か
ら
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
ま
で�
本
体
５
０
０
０
円

キ
リ
ス
ト
教
史　
ゴ
ン
サ
レ
ス
著
／
石
田
学
・
岩
橋
常
久
訳

上
巻　

初
代
教
会
か
ら
宗
教
改
革
の
夜
明
け
ま
で�

本
体
５
７
０
０
円

下
巻　

宗
教
改
革
か
ら
現
代
ま
で�

本
体
５
５
０
０
円

7
月
24
日
発
売

【
目
次
よ
り
】 

1　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
神
学

2　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
後
の
西
方
神
学

3　

第
四
回
公
会
議
か
ら
第
六
回
公
会
議
ま
で

の
東
方
神
学

4　

カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス

5　

暗
い
時
代

6　

十
二
世
紀
の
文
芸
復
興

7　

イ
ス
ラ
ム
の
進
出
か
ら
第
四
回
十
字
軍
ま

で
の
東
方
神
学

8　

十
三
世
紀
の
概
説

9　

十
三
世
紀
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

主
義
の
伝
統

10　

ド
ミ
ニ
コ
会
学
派

11　

極
端
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義

12　

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
陥
落
ま
で
の

東
方
神
学

13　

中
世
後
期
の
神
学

14　

夜
明
け
か
、
薄
暮
か



8 月の新刊

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
マ
レ
ー
研
究

キ
リ
ス
ト
教
と
政
治
・
社
会
・
宗
教

宮
平
望
著�

日
本
人
の
手
に
な
る
初
の
本
格
研
究

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
マ
レ
ー
（John M
acm
urray, 1891-1976

）

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
者
。
第
一
次
大

戦
で
の
従
軍
体
験
の
後
、
共
産
主
義
の
問
題
と
取
り
組
み
、「
関

係
と
し
て
の
人
間
存
在
」
に
着
目
し
た
深
い
人
間
論
に
基
づ
く

独
自
の
共
同
体
思
想
を
形
成
し
た
。
ま
た
後
年
は
キ
リ
ス
ト
友

会
に
属
し
、
平
和
主
義
者
と
し
て
影
響
力
を
も
っ
た
。
ト
ニ
ー
・

ブ
レ
ア
前
イ
ギ
リ
ス
首
相
に
影
響
を
与
え
た
思
想
家
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。

�
◆
Ａ
５
判
・
２
３
３
頁
・
本
体
２
４
０
０
円

●待望の新装復刊

宮平望著

神の和の神学へ向けて
三位一体から三間一和の神論へ
日本から発信する神学！　聖書が証言する神を、「間」と「和」という日本的な思
考と感覚をとおして表現し告白しようと試みる、新たな神学の冒険。本書はかつて、
すぐ書房から刊行されたが、版元廃業のためここに新装復刊。
� ◆Ａ５判・本体 2400 円

【
目
次
よ
り
】

序　

章　

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
マ
レ
ー
研
究

第
一
章　

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
マ
レ
ー
の
生
涯
と
思
想

第
二
章　

共
産
主
義
と
民
主
主
義

第
三
章　

社
会
と
共
同
体

第
四
章　

宗
教
と
信
仰
共
同
体

結　

章　

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
マ
レ
ー
へ
の
批
判
的
評
価

著
者
み
や
ひ
ら
・
の
ぞ
む
氏
は
１
９
６
６
年
生
ま

れ
。
同
志
社
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
な
ど
で

学
ぶ
。
現
在
、
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
教

授
、
神
学
博
士
。 

著
書
に
は
、『
神
の
和
の
神
学

へ
向
け
て
』、『
責
任
を
取
り
、
意
味
を
与
え
る
神
』、

『
苦
難
を
担
い
、
救
い
へ
導
く
神
』、『
戦
争
を
鎮
め
、

平
和
を
築
く
神
』、『
現
代
ア
メ
リ
カ
神
学
思
想
』、

『
神
の
和
の
神
学
入
門
』、
新
約
注
解
「
私
訳
と
解

説
」
シ
リ
ー
ズ
全
12
冊
な
ど
多
数
。



9 月以降の出版予定から

● 7 月に出た本と雑誌

正
教
会
入
門

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェア
著
／
松
島
雄
一
監
訳

初
版
以
来
、
入
門
書
と
し
て
不
動
の
地
位

を
保
ち
続
け
て
き
た
書
。
深
く
正
確
な
解

説
に
よ
り
、
正
教
会
、
ひ
い
て
は
キ
リ
ス

ト
教
全
体
へ
の
理
解
が
深
ま
る
。

�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
４
０
０
０
円

待
ち
つ
つ
急
ぎ
つ
つ

キ
リ
ス
ト
教
講
話
集
Ⅳ�

井
上
良
雄
著

60
年
台
か
ら
90
年
代
ま
で
の
講
話
11
編
を

収
録
。
世
と
の
連
帯
を
求
め
て
教
会
に
仕

え
続
け
た
信
徒
神
学
者
の
至
純
な
言
葉
。

四
巻
完
結�

◆
新
書
判
・
本
体
１
７
０
０
円

宗
教
改
革
史

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ベ
イ
ン
ト
ン
著
／
出
村
彰
訳

16
世
紀
の
歴
史
的
条
件
に
広
く
目
配
り
し
、

改
革
者
た
ち
の
信
仰
に
深
く
内
在
し
、
そ
の

全
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
定
評
あ
る

通
史
。
翻
訳
に
手
を
入
れ
新
版
と
し
て
記

念
復
刊
。�

◆
四
六
判
・
本
体
２
８
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

8
月
号
　
特
集   

象
徴
天
皇
制
・
国
家
・
キ
リ
ス
ト
教

寄
稿
者
：
島
薗
進
、
河
西
秀
哉
、
上
村
静
、
堀
江
有
里
、
中
川
信
明
、

森
田
喜
基
／
柳
美
里
、
内
田
樹
、
月
本
昭
男
、
辻
学
、
佐
藤
優
他

新
教
コ
イ
ノ
ー
ニ
ア
34

宗
教
改
革
と
現
代

月
刊
誌
『
福
音
と
世
界
』
２
０
１
７
年
1
月
号
か
ら
6
月
号
ま
で
行
わ
れ
た
宗
教
改

革
５
０
０
年
を
記
念
す
る
連
続
特
集
を
、
新
た
な
寄
稿
も
加
え
て
単
行
本
化
。
宗
教

改
革
が
目
指
し
た
も
の
・
も
た
ら
し
た
も
の
、
双
方
を
見
つ
め
な
が
ら
、
多
様
な
視
点

か
ら
現
代
の
課
題
を
考
え
る
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
２
０
０
０
円

マ
リ
リ
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
／
宇
野
元
訳

ギ
レ
ア
ド

２
０
０
５
年
に
ピュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
と
全
米
批
評
家
賞
を
受
賞
し
た
小
説
。
ギ
レ
ア
ド
と

い
う
片
田
舎
の
町
で
、
自
ら
の
死
期
を
意
識
す
る
老
牧
師
が
、
再
婚
し
た
妻
と
の
間

に
も
う
け
た
幼
い
息
子
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
南
北
戦
争
以
来
三
代
に
わ
た
る
牧

師
父
子
の
信
仰
の
あ
り
方
や
、
隣
人
た
ち
の
人
生
を
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
、
静
か
な
語
り
を
と
お
し
て
振
り
返
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
４
０
０
０
円

一
色
哲
著

南
島
キ
リ
ス
ト
教
史
入
門
（
仮
題
）

琉
球
王
国
の
最
大
版
図
と
ほ
ぼ
重
な
る
「
南
島
」
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
日
本
の
キ
リ
ス

ト
教
に
従
属
し
な
い
独
自
の
深
さ
と
広
が
り
を
持
つ
。
な
ぜ
南
島
に
は
多
く
の
教
会
が

建
て
ら
れ
、
現
在
で
も
多
く
の
人
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
の
か
。
そ
の
歴
史
を
丹
念
な

調
査
と
重
層
的
な
視
点
か
ら
追
究
し
た
労
作
。�

◆
四
六
変
判
・
予
価
２
３
０
０
円

東
方
キ
リ
ス
ト
教
の

歴
史
・
信
仰
・
礼
拝



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０17年

9

■ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー  

政
治
と
聖
書
と
神
の
国

�
 

…
… 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ウ
カ
ム

【
連
載
よ
り
】

◆
は
じ
め
て
の
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
史 

6�

…
高
井
ヘ
ラ
ー
由
紀

◆
み
こ
と
ば
散
歩 

9�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
望
月
麻
生

◆
聖
書
と
わ
た
し 

19�

…
…
…
…
…
…
…
…
栗
原　

康

◆
ア
メ
リ
カ
の
神
学
と
教
会
の
い
ま 

11�

…
…
…
吉
松　

純

◆
現
代
神
学
の
冒
険 

12�

…
…
…
…
…
…
…
…
芦
名
定
道

◆
新
約
釈
義　

第
一
テ
モ
テ
書 

19�

…
…
…
…
辻　
　

学

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

30�

…
…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

148�

…
…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

特
集
：
沖
縄
―
―
過
去
・
現
在
・
未
来

ひ
ら
か
れ
ゆ
く
戦
後
沖
縄
の
民
衆
思
想
　
　
　

―
―
ア
ジ
ア
か
ら
の
公
同
平
和�

　
　
　
　
　
　
　  

森
　
宣
雄

戦
後
沖
縄
に
お
け
る
軍
事
占
領
と
キ
リ
ス
ト
教
の

二
つ
の
潮
流
―
―
戦
前
か
ら
の
連
続
性
と
沖
縄
キ

リ
ス
ト
教
史
の
構
造�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

一
色
　
哲

辺
野
古
・
高
江
で
い
ま
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
　
　

　
　�

　
　
　
　
　
　
　  

金
井
　
創

女
性
の
視
点
で
基
地
・
軍
隊
を
捉
え
な
お
す
　

　�

　
　
　
　
　
　
　  

山
城
紀
子

H
I
P
H
O
P
の
群
島
―
―
ロ
ー
カ
ル
を
代レ

ペ
ゼ
ン表

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ー
ト�

　
　
　
　
　
　  

浜
　
邦
彦

●
先
日
、
あ
る
新
作
映
画
の
試
写
版
を
鑑
賞
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
現
代
フ
ラ
ン
ス
を
代

表
す
る
監
督
の
ひ
と
り
ア
ン
ヌ
・
フ
ォ
ン
テ
ー

ヌ
監
督
の
最
新
作
『
夜
明
け
の
祈
り
』
で
す
。

こ
の
作
品
は
、
１
９
４
５
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

独
ソ
戦
の
後
に
成
立
し
た
、
ソ
連
を
後
ろ
盾
と

す
る
共
産
政
権
下
で
じ
っ
さ
い
に
起
こ
っ
た
事

件
を
も
と
に
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

●
主
人
公
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
の
帰
還
を
手

助
け
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
赤
十
字
の
女
性

医
師
、
マ
チ
ル
ド
。
物
語
は
、
あ
る
日
か
の
じ

ょ
の
と
こ
ろ
に
ひ
と
り
の
シ
ス
タ
ー
が
駆
け
込

ん
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
必
死
に

請
わ
れ
て
修
道
院
へ
向
か
う
と
、
そ
こ
に
は
妊

娠
、
出
産
間
際
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
姿
が
。
や

が
て
マ
チ
ル
ド
は
、
大
戦
末
期
に
こ
の
地
を
占

領
し
た
ソ
連
兵
に
よ
っ
て
、
7
名
も
の
シ
ス
タ

ー
が
暴
行
さ
れ
妊
娠
さ
せ
ら
れ
た
事
実
を
知
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
か

ら
マ
チ
ル
ド
は
そ
の
出
産
を
手
助
け
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
修
道
院
長
は
産
み
落
と
さ

れ
た
子
ど
も
に
複
雑
な
表
情
を
む
け
、
や
が
て

物
語
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く

の
で
す
。
神
に
の
み
身
を
捧
げ
る
と
い
う
強
い

信
仰
を
も
つ
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
望
ま
ぬ
妊
娠
と

い
う
事
実
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
、

マ
チ
ル
ド
は
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
意
志
と
ど
の
よ

う
に
向
き
合
う
の
か
、
こ
の
暗
い
夜
が
明
け
る

こ
と
を
願
う
祈
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
る
の
か
―

―
。
抑
え
め
な
色
調
の
映
像
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

雪
景
色
を
美
し
く
際
立
た
せ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
を
背
景
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
び
と
の

葛
藤
が
、
観
る
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

●
理
不
尽
な
苦
し
み
を
前
に
し
て
信
仰
が
も
つ

力
強
さ
と
あ
や
う
さ
の
両
面
を
描
い
た
良
作
で

す
が
、
個
人
的
に
は
そ
の
主
題
と
と
も
に
、
軍

に
よ
る
性
暴
力
の
凄
惨
さ
と
、
そ
れ
が
シ
ス
タ

ー
た
ち
を
傷
つ
け
打
ち
の
め
す
さ
ま
も
強
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
か
つ
て
日
本
軍
が
ア
ジ
ア

の
各
地
で
組
織
的
に
お
こ
な
っ
た
性
暴
力
の
サ

バ
イ
バ
ー
の
方
の
こ
と
や
、
い
ま
も
沖
縄
で
繰

り
返
さ
れ
る
在
日
米
軍
の
性
暴
力
の
こ
と
を
思

え
ば
、
劇
中
で
描
か
れ
た
暗
い
夜
の
時
代
は
け

っ
し
て
明
け
て
い
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
厳
し

い
状
況
下
で
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
た
め
に
献
身
的

に
働
く
マ
チ
ル
ド
の
姿
は
、
単
に
感
動
を
呼
ぶ

ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
私
た

ち
は
闇
の
中
に
灯
り
を
と
も
す
べ
く
働
く
こ
と

が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
問
い
か
け
と
し
て
も

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。（
堀
）

『
夜
明
け
の
祈
り
』
＝©

2015 M
A

N
D

A
R

IN
 

C
IN

E
M

A
 A

E
R

O
P

LA
N

 FILM
 M

A
R

S
 FILM

S
 

FR
A

N
C

E
 

2 C
IN

É
M

A
 S

C
O

P
E

 P
IC

TU
R

E
S

、

配
給
：
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
8
月
5
日
（
土
）、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ト
ラ
ス
ト
シ
ネ
マ
有
楽
町
、
新
宿
武
蔵
野

館
ほ
か
に
て
全
国
順
次
公
開
。


